
議案第 87号

芽室町水道布設工事監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例中一部

改正の件

芽室町水道布設工事監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例を次のとお

リー部改正しようとするものであります。

平成 31年 3月 4日 提出

芽室町長 手 島  旭

芽室町水道布設工事監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例の一部

を改正する条例

芽室町水道布設工事監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例 (平成25年

条例第10号)の一部を次のように改正する。

第 3条第 1項第 3号中「短期大学Jの次に 「 (同法による専門職大学の前期課程を

含む。)」 を、 「卒業した後」の次に 「 (同法による専門職大学の前期課程にあつて

は、修了した後)」 を加え、同項第 7号中「又は水道環境」を削る。

第 4条第 1項第 2号中「卒業 した後」の次に「 (学校教育法による専門職大学の前

期課程にあつては、修了した後)」 を、 「同項第 3号に規定する学校を卒業した者」

の次に「 (同法による専門職大学の前期課程にあつては、修了した者 )」 を加え、同

項第 3号中「卒業した後」の次に「 (学校教育法による専門職大学の前期課程にあつ

ては、修了した後)」 を、 「同項第 3号に規定する学校の卒業者」の次に「 (同法に

よる専門職大学の前期課程の修了者を含む。次号において同じ。)」 を加える。

附 則

(施行期 日)

1 この条例は、平成 31年 4月 1日 から施行する。

(経過措置 )

2 この条例の施行前に行われた技術士法 (昭和58年法律第25号)第 4条第 1項の規

定により第 2次試験のうち上下水道部門に係るものに合格 した者であって、選択科

目として水道環境を選択 したものは、この条例による改正後の芽室町水道布設工事

監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例第 3条第 7号の適用については、

同法第 4条第 1項の規定による第 2次試験のうち上下水道部門に係るものに合格 し

たものであつて、選択科 目として上水道及び工業用水道を濃択したものとみなす。
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説 明
水道法施行令及び水道法施行規則の改正に伴い、布設工事監督者等の資格に、専門

職大学に係る要件を加えるほか、所要の整備をするため、本条例を改正しようとする

ものであります。
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現 行改正案

芽室町水道布設工事監督者、水道技術管理者の資格基準等に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表

Ｉ
Ю
ω
Ｉ

鰍 工事監督者の資格)

第3条 法第12条第2項に規定する条例で定める布設工事監督者が
有すべき資格は、次のとおりとする。

(1)。 (2)一略一

(3)学校教育法による短期大学 (同法による専門職大学の前期
誤程狩合すは ) 若しくは高等専門学校において土木科又はこれ

に相当する課程を修めて卒業した後 (同法による専門職大学の

前期課程にあつては、修了した後)、 5年以上水道に関する技
術上の実務に従事した経験を有する者

(4)～(6)一鴎―

(7)技術士法 (昭和58年法律第25号)第 4条第 1項の規定によ
る第 2次試験のうち上下水道部門に合格した者 (選択科目とし

て上水道及び蝶 用水道を選択したものに限る。)であつて、
1年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

(8)・ (9)一略―

2 -略 ―

熙 工事監督者の資格)

第 3条 法第12条第 2項に規定する条例で定める布設工事監督者が
有すべき資格は、次のとおり≧する。

(1)・ (2)一略―

(3)学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校において
土木科又はこれに相当する課程を修めて卒業した後、 5年以上

水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

(4)～ (6)一略―

(7)技術士法 (昭和58年法律第25号)第 4条第 1項の規定によ
る第2次試験のうち上下水道部門に合格した者 (選択科目とし
て上水道及び工業用水道又は水道環境を選択したものに限
る。)であって、 1年以上水道に関する技術上の実務に従事し
た経験を有する者

(8)。 (9)一略―

2 -略 ―

餅
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現 行改正案

Ｉ
Ю
卜
＝

鉄道技術管理者の資格)

第4条 法第19条第3項に規定する条例で定める水道技術管理者が
有すべき資格は、次のとおりとする。

(1)一略―

(2)前条第1項第 1号、第3号及び第4号に規定する学校にお
いて、土木工学以外の工学、理学、農学、医学若しくは薬学に

関する学科目又はこれらに相当する学科目を修めて卒業した後

(学校教育法による専門職大学の前期課程にあつては、修了し

た後)、 同項第 1号に規定する学校を卒業した者については4

年以上、同項第 3号に規定する学校を卒業した者 (同法による

専門耳鉄 学の前期課程にあつては、修了した者)については6
年以上、同項第 4号に規定する学校を卒業した者については8

年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

(3)前条第 1項第 1号、第 3号及び第 4号に規定する学校にお
いて、工学、理学、農学、医学及び薬学に関する学科目並びに

これらに相当する学科日以外の学科目を修めて卒業した後 (学

校教育法による専門職大学の前期課程にあつては、修了した

後)、 同項第 1号に規定する学校の卒業者については 5年以
上、同項第 3号に規定する学校の卒業者 (同法による専門職汰

雌 技術管理者の資格)

第4条 法第19条第3項に規定する条例で定める水道技術管理者が
有すべき資格は、次のとおりとする。

(1)一略一

(2)前条第1項第 1号、第3号及び第4号に規定する学校にお
いて、土木工学以外の工学、理学、農学、医学若しくは薬学に

関する学科目又はこれらに相当する学科目を修めて卒業した

後、同項第 1号に規定する学校を卒業した者については4年以
上、同項第 3号に規定する学校を卒業した者については6年以
上、同項第4号に規定する学校を卒業した者については8年以
上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

(3)前条第 1項第 1号、第 3号及び第 4号に規定する学校にお
いて、工学、理学、農学、医学及び薬学に関する学科目並びに

これらに相当する学科目以外の学科目を修めて卒業した後、同

項第 1号に規定する学校の卒業者については 5年以上、同項第
3号に規定する学校の卒業者については 7年以上、同項第 4号
に規定する学校の卒業者については 9年以上水道に関する技術



Ｉ
Ю
リ
ー

現 行

上の実務に従事した経験を有する者

(4)～ (6)一略―

2 -略―

改正案

学の前期課程の修了者を含む。次号において同じ。)にっいて
は 7年以上、同項第 4号に規定する学校の卒業者については 9

年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

(4)～ (6)一略―

2 -略一

附 則

翻訴E期 日)

１
一
この条ケllは、平成 31年 4月 1日から施行する∩

2

第4条第 1項の規定により第2次試験のうち上下水道部門に係る

ものに合格した者であって、選択科日として水道環境を選択した

の 水

3 7 つ

いては、同法第4条第 1項の規定による第2次試験のうち上下水
道部門に係るものに合格したものであって、選択科日として上水

道及び工業用水道を選択したものとみな坑


